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犠牲者のめい福を祈り
繁藤慰霊祭

大
宮
小
５
年
生

　

田
植
え
を
体
験
！

　

感
謝
の
心
を
伝
え
た
い
相
手

に
手
紙
を
出
そ
う
と
、
土
佐
山

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
岡
林

幸
男
会
長
）
が
市
内
の
８
小
学

校
（
５
１
４
人
）
に
か
も
め
ー

る
は
が
き
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
文
部
科
学
省
の

「
伝
え
合
う
心
の
研
究
」
の
指

定
校
に
な
っ
て
い
る
片
地
小
学

校
（
高
橋
司
校
長
）
で
は
、
４

年
生
が
代
表
で
４
〜
６
年
生
60

人
分
の
は
が
き
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
先
生
の
「
渡
す
相
手
を

決
め
て
い
る
人
は
い
る
か
な
？
」

の
問
い
か
け
に
笑
顔
で
元
気
な

手
が
あ
が
り
ま
し
た
。
高
橋
校

長
は
「
元
気
に
あ
い
さ
つ
、
言

葉
を
通
じ
て
心
を
伝
え
合
う
運

動
の
実
践
に
活
用
し
ま
す
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
の
心
を
伝
え
る

　　　　　　　　　　　
は
が
き
を
小
学
生
に
贈
呈

　　

７
月
の
「
第
58
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
に

あ
わ
せ
て
、
７
月
１
日
に
土
佐

山
田
町
の
八
王
子
宮
境
内
で
同

運
動
実
施
委
員
会
主
催
に
よ
る

決
起
集
会
が
開
か
れ
、
市
内
の

各
種
団
体
や
企
業
な
ど
か
ら
約

１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
集
会
終
了
後
に
は
、
県

警
音
楽
隊
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド

や
、
広
報
車
の
巡
回
な
ど
が
行

わ
れ
、
運
動
へ
の
理
解
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。　
　
　

　

６
月
11
日
、
大
宮
小
学
校
の

５
年
生
が
田
植
え
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
毎
年
、
小
学
校
と
Ｊ
Ａ

土
佐
香
美
青
壮
年
部
、
本
田
地

区
集
落
協
定
が
連
携
を
と
っ
て
、

米
の
栽
培
を
通
し
て
農
業
へ
の

関
心
を
高
め
、
役
割
や
必
要
性

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
行
っ

て
い
る
行
事
で
す
。

　

田
植
え
の
方
法
の
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
児
童
た
ち
は
８
㌃

の
田
に
入
っ
て
「
も
ち
米
」
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
は
じ
め
は

足
を
と
ら
れ
な
い
よ
う
慎
重
に

植
え
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て

く
る
に
し
た
が
っ
て
友
達
同
士

で
泥
も
つ
れ
に
な
り
な
が
ら
、

は
し
ゃ
ぐ
場
面
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

は
、
稲
の
成
長
を
観
察
し
な
が

ら
、
秋
に
は
喜
び
の
収
穫
を
体

験
す
る
予
定
で
す
。　
　
　

犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て

▲ありがとうを伝える相手は誰かな！？

▲約170人が参加した決起集会

▲一列で元気に田植え

　６１人の尊い命を一瞬で奪った繁藤災害か

ら３７年を迎え、７月５日に「繁藤山崩れ殉

職・殉難者追悼慰霊祭」が、土佐山田町角

茂谷の哀悼の広場で執り行われました。

　慰霊祭に先立ち、繁藤小中学校の児童生

徒らが自分たちで折った千羽鶴を捧げ、黙

とうを行いました。

　慰霊祭には、遺族や消防、地元関係者ら

約１５０人が参列し、犠牲者のめい福を祈り

ました。遺族会長で祭主の西岡統一さんは

参列者を前に、「惨事はいまだ脳裏に焼き

ついて忘れることができない。この災害で

得た教訓を風化させることなく、これから

も伝えていきたい」とあいさつしました。

▲

祭
壇
に
手
を
合
わ
す
参
列
者
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▲写真左が原田さん、右が小松さん

市のスポーツに顕著な功績
２氏に表彰状を贈呈スポーツニュース

　

７
月
９
日
に
行
わ
れ
た
高
知

工
科
大
学
の
地
域
共
生
概
論

（
渡
邊
法
美
教
授
）
第
13
講
に

物
部
川
流
域
の
３
市
（
香
美

市
、
香
南
市
、
南
国
市
）
か
ら

講
師
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
講
義
は
物
部
川
流
域
の
関
係

者
を
講
師
と
し
て
招
き
、
自
然

環
境
の
保
全
が
地
域
共
生
の
鍵

を
握
る
と
い
う
こ
と
を
、
頭
だ

け
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、

肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
講
義
で
す
。
講
義
に

は
、
南
国
市
企
画
課
、
香
南
市

下
水
道
課
、
香
美
市
水
道
課
、

香
美
市
長
が
順
に
講
師
と
し
て

教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。
講
義
の

中
で
は
、
流
域
３
市
で
構
成
す

る
「
物
部
川
流
域
ふ
る
さ
と
交

流
推
進
協
議
会
」
の
設
置
の
経

緯
、
協
議
会
の
事
業
内
容
の
説

明
、
下
水
道
事
業
の
概
要
、
水

の
循
環
、
水
の
大
切
さ
に
つ
い

て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
の
第
14
講
で
は
香

美
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
流
域

関
係
者
６
人
を
迎
え
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
学
生
に
行
っ
た
「
食

べ
て
み
た
い
、
作
っ
て
み
た
い

料
理
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で

は
、
シ
カ
肉
料
理
や
大
葉
を
使

っ
た
デ
ザ
ー
ト
な
ど
多
く
の
メ

ニ
ュ
ー
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
「
高
知

だ
か
ら
こ
ん
な
に
多
く
の
メ
ニ

ュ
ー
が
生
ま
れ
る
。
地
元
食
材

に
目
を
向
け
て
く
れ
て
嬉
し

い
。
美
味
し
い
食
材
を
作
る
た

め
に
は
水
が
大
切
。
物
部
川
の

ア
ユ
を
食
卓
に
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
学
生
は
興
味
深
そ

う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　香美市スポーツ少年団に顕著な功績のあった個人に

贈られる功労賞に、長年、スポーツ少年団の代表者と

して、スポーツ少年団活動の充実を目指すとともに青

少年の健全育成に尽力され、また元土佐山田町スポー

ツ少年団連絡協議会会長を務められた原田照さんと、

土佐山田町体育会なぎなた部および土佐山田なぎなた

会で、長年にわたり理事として指導者を助け世話役を

務められた小松順子さんが選ばれ、６月１３日、平成

２０年度香美市スポーツ少年団連絡協議会総会で、表

彰状が贈られました。

◆第２４回　全国小学生陸上競技交流大会

高知県選考会

（５月２２日・県立春野総合運動公園陸上競技場）

　香美市からもスポーツ少年団香北陸上クラ

ブが参加しました。男子５年生１００メートル走

で岡本茂樹くんが、１５秒６のタイムで優勝

し、８月２９・３０日に東京国立競技場で開催

される「第２４回全国小学生陸上競技交流会」

への出場が決定しました。
▲写真左が原田さん、右が小松さん

▲パネリストの意見を聞いて学習　　

▼

岡
本
茂
樹
く
ん

物
部
川
を
通
し
て
環
境
保
全
を
学
ぶ

　　　　　　　　　―
 

市
長
ら
が
工
科
大
の
教
壇
に ―




